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令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 事業計画書

Ⅰ 基本方針

当財団は、指定管理者として、「かごしま近代文学館」、「かごしまメルヘン館」、「鹿児島市立科

学館」、「鹿児島市立ふるさと考古歴史館」、「鹿児島市民文化ホール」及び「谷山サザンホール」

の設置目的を踏まえながら、円滑で且つ効果的な管理運営を図り、市民に親しまれる館づくりに

努めるとともに、鹿児島市の文学、科学、歴史及び芸術文化の振興・普及に寄与し、市民の文化

的ニーズに応え、関係機関や各施設との連携を図りながら市民サービスの更なる向上に努めてま

いります。 

また、近代文学館において生誕９０年を迎える常設展示作家・向田邦子に関する特別企画展を

開催するなど、各館において特色ある事業を実施し、学術及び芸術文化の普及に努めてまいりま

す。 

そのほか、公益財団法人として特別企画展や自主文化事業などの「学術及び芸術文化に関する

企画を提供する事業」及び講座・教室、ワークショップ、イベント、鹿児島市からの受託事業な

どの「学術及び芸術文化の普及・支援に関する事業」の充実を図るとともに、施設利用促進に向

けて広報活動の充実を図ってまいります。 
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Ⅱ 事業の概要

１ かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館

かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館では、子どもから大人まで、全ての世代が親しみ

を持って楽しく利用できる施設として、常設展示の充実や、魅力的な企画展の開催及び各種講

座・イベント等に取り組んでまいります。 

また、生誕９０年を迎える常設展示作家・向田邦子に関する特別企画展等を行うとともに、

市民や県内外に向け情報発信を行い、より魅力あふれる館づくりに努めてまいります。 

○ かごしま近代文学館

(1) 教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

敷地内の建築物や展示設備、備品等の維持管理を適切に行い、安全で快適な利用しや

すい施設となるように努めます。 

② 常設展示

常設展示については、定期的な展示資料の入替えを行い、文学資料に多く触れる機会

を提供してまいります。 

ア 鹿児島ゆかりの作家たち（導入）   展示替え…６回 

イ ゆかりの作家たちの情熱（５人の作家） 展示替え…１回 

ウ 向田邦子の世界 展示替え…１回 

エ 鹿児島文学の群像（22人の作家）   展示替え…３回 

オ 本のひろば（学芸員おすすめ本等） 展示替え…４回 

カ 本のひろば（ランキングコーナー）  展示替え…４回 

キ 本のひろば（今月の一冊） 展示替え…12回 

③ ホール使用の許可等の業務

文学ホール、メルヘンホールの使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に

行うとともに、施設使用の助言などを行い、利用者の使用しやすい施設となるように努

めます。 

(2) 学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展

「生誕 90年記念 くにこのぐるり」～向田邦子を作ったもの～ …11月～12月

常設展示作家・向田邦子の生誕 90 年を記念して、エッセイ、小説、ドラマ、その業績

をたたえて創設された賞など、向田を形成したもの、作品を形作ったものなど、向田邦

子の周辺を「くにこのぐるり」と題して紹介します。 

また、関連イベントとして、向田ドラマの音楽を愉しむイベントや、向田が影響を受

けた作家や作品などについての講演会を開催します。 



－ 3 －

② 企画展

「生誕 100年記念・島尾ミホ展」（仮称） …10月～1月 

島尾敏雄の妻で、奄美大島出身の作家・島尾ミホの生涯と文学世界を紹介します。

また、関連イベントとしてトークショーも開催します。 

③ 収蔵資料の充実

ア 文学資料の収集・保存 

イ 収集文学資料の整理・入力作業等 

④ 海音寺潮五郎を顕彰する事業等【財団自主事業】

ア 海音寺潮五郎文学資料の目録作成【新規】

原稿資料の目録を作成し、公開します。 

イ 海音寺潮五郎著作権の管理及び活用 

ウ 海音寺潮五郎作品の書籍復刻 

未刊行作品『火を噴く山―西郷隆盛―』下巻を刊行します。 

(3) 学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

ア 木曜文学講座  ５月～７月 （隔週木曜日）  …多田蔵人 

イ 小説鑑賞講座  ６月～３月 （第４金曜日）  …石田忠彦 

ウ 小説方法講座  ６月～３月 （第１土曜日）  …石田忠彦 

エ 短歌教室  ６月～３月 （第３土曜日）  …川涯利雄 

オ 文学入門講座  ６月～３月 （第２日曜日）  …村瀬士朗 

カ 日曜文学講座  １１月～３月 （第３日曜日）  …廣尾理世子 

キ 俳句ことはじめ １１月～３月 （第４土曜日）    …丸 山 眞 

ク はじめての朗読講座【新規】

初心者を対象に、文学作品の朗読の仕方について基礎から指導します。…全 6回 

ケ 文学講座「北薩の作家たち」（仮称）【新規】

本年度に節目を迎える常設展示作家の平林彪吾、古木鐵太郎等の作家にスポットを

あてた連続講座を実施します。…全 3回 

② イベント等

ア ゴールデンウィークイベント  

(ｱ) 春のブ …ェシルマクッ 5/3～5/5 

(ｲ) リサイクルブックエイド【拡充】

これまで年１回、秋に開催していたイベントを５月も開催します。 

イ 本フェス！かごしま …９月  

(ｱ) 秋のブックマルシェ 

(ｲ) リサイクルブックエイド 

(ｳ) 文学カフェ in潮音館       …文学作品に登場するレシピを再現します。 

ウ 現代作家が語る鹿児島ゆかりの作家「向田作品、話します」（仮称） 

エ 文学館ライブ 
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文学館内の文学アトリエをパフォーマンス会場にしたイベントを開催します。 

オ 学芸員によるギャラリートーク 

特別企画展や常設展示の見どころについて、担当学芸員が解説します。 

カ 書店員によるブックトーク 

キ 革小物ワークショップ【新規】

革で、栞など本にちなんだ小物をつくるワークショップを実施します。 

ク 作品読書会、テーマでつながる読書会（仮称）【新規】

１冊の本について語り合ったり、テーマでおすすめの本を紹介し合ったりする読書会

を実施します。 

③ 文化芸術振興事業の実施 【受託事業】

鹿児島市の文化芸術振興事業の一環として、鹿児島市から委託を受けて、児童文学振

興事業を実施します。 

児童文学創作講座 

児童文学の書き手を育成するため、椋鳩十児童文学賞受賞者をはじめ、現役の児童文

学者などによる、児童文学概論や創作方法、作品の添削指導、編集者の講話等の講座を

開催します。 

④ 教育機関等との連携・共催事業の充実

ア 鹿児島市教育委員会節目研修の「社会体験研修」の受入れ 

イ 大学等との連携 

ウ 博物館実習、中学生、高校生等の職場体験学習の受入れ 

⑤ ボランティアの活用

参加体験型「ことばのアトリエ」コーナーの運営を、ボランティアにもお願いします。 

⑥ モニタリング（両館共通）

常設展示や講座・イベント等への来場者にアンケートを行い、要望・意見等を集約し

て傾向を分析します。 

⑦ 広報活動（両館共通）

行事や催し物等については、毎月発行の文学館・メルヘン館だよりやホームページで

の告知のほか、フェイスブック、ツイッター、インスタグラム等のソーシャルメディア

も活用した広報を積極的に行います。 

また、市政広報紙や新聞紙面、市電等を利用した広報活動にも努めます。 

⑧ 職員研修（両館共通）

文化庁等が開催する研修会やＩＰＭ研修会等に職員を派遣し、最新の知識の習得と資

質向上に努めます。 

また、消火・避難訓練を実施するほか、緊急事態に対応できる研修を行います。 

(4) 利用者サービス事業（両館共通）

来館者の利便性を図るため公衆電話を設置するほか、特別企画展関連書籍や地元出版社

の書籍及びオリジナルグッズの販売を行います。 
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○ かごしまメルヘン館

(1) 教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

敷地内の建築物や展示設備、備品等の維持管理を適切に行い、安全で快適な利用しや

すい施設となるように努めます。 

② 常設展示

展示替えを定期的に行い、たくさんの夢の世界に触れる機会を提供してまいります。 

ア 人形展示コーナー 季節人形の展示替え …４回 

イ 絵本の小部屋  絵本の展示替え …６回 

ウ メルヘンアトリエ 季節のおすすめえほん …６回 

エ おはなしのまち おはなしのお家の模様替え …３回 

オ エントランス 季節関連の展示 …４回

(2) 学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展

「かこさとしの世界」～『だるまちゃん』『からすのパンやさん』から科学絵本、

遊びの本まで～…７月～９月

平成３０年５月に亡くなった、日本を代表する絵本作家・かこさとしの代表作の原画

等を展示する回顧展を開催します。 

《関連イベント》 

ア 講演会

 　講師：鈴木万里（加古総合研究所）  

イ ワークショップ 

かこさとし作品にちなんだワークショップを実施します。  

ウ 鈴木のりたけトーク＆ワークショップ（仮称） 

かこさとしから大きな影響を受けた絵本作家・鈴木のりたけ氏を講師に、講演とワー

クショップを実施します。 

② 収蔵資料の充実

人形資料等の収集と保存及び維持管理に努めます。 

(3) 学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

月３～月11…座講成養アィテンラボせか聞み読ア

日曜金２第…室教たうべらわイ

日曜土４第月隔…プッョシクーワンヘルメウ

回１年…本絵のてめじはエ

② イベント等

ア えほんのじかん（幼児・小学生向け） …土曜日
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日曜月…）け向児幼乳（んかじのしなはおイ

ウ メルヘンおはなし会＆読み聞かせ勉強会 …第２土曜日 

回６年…会しなはおルャシペスエ

オ ストーリーテリングによるおはなし会 

回４年…」会しなはおの節季「

カ ゴールデンウィークイベント 

(ｱ) ワークショップ 

(ｲ) おはなし会 

(ｳ) メルくんルンちゃんと写真を撮ろう 

(ｴ) ふるさと考古歴史館がやってきた (ふるさと考古歴史館との共同事業)  

キ メルヘンコンサートとおはなし会 in山形屋 …９月 

（宝山ホール、山形屋との共催事業） 

月９…ましごか！スェフ本ク

イラストレーターの指導で、館内の窓ガラスをキャンバス代わりにしたライブペイン

ティングを行います。 

月21…会スマスリクンヘルメケ

…トンベイ月正おコ 1/2～1/3 

サ 春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会 …３月 

（谷山サザンホール、ふるさと考古歴史館との共同事業）会場：ふるさと考古歴史館 

シ あこがれの絵本作家とあそぼう！（仮称）【新規】

絵本作家によるライブパフォーマンスやワークショップを実施します。 

③ 文化芸術振興事業の実施 【受託事業】

鹿児島市の文化芸術振興事業の一環として、鹿児島市から委託を受けて、児童文学振

興事業を実施します。 

ア 子どもたちに聞かせたい創作童話 

「子どもたちの夢をはぐくみ、美しい心を育てる」という願いのもと、創作童話を

募集し、その優秀作品を集めて「子どもたちに聞かせたい創作童話」集として刊行し

ます。 

イ 「金の鈴」読み聞かせ会 

夏休み・冬休み・春休み期間中の小学生の読書活動のきっかけづくりのために、読み

聞かせボランティアグループによる読み聞かせ会を校区公民館等で開催します。 

④ おはなし小道具の貸出

市内の読み聞かせボランティアグループを対象に、大型絵本・大型紙芝居などの貸出

しを行います。 

⑤ アウトリーチ

市内の幼稚園、保育園等を対象に、おでかけおはなし会を開催し、館の活動を紹介し

ます。 



－ 7 －

⑥ 教育機関等との連携・共催事業の充実

ア 地元短期大学、小学校、児童クラブ等に職員を派遣し、「おはなし会」等の実演、指導 

イ 幼稚園、保育園協会の保育士研修会での指導 

ウ 民間企業等のイベントに出演、「読み聞かせ」等の実演 

エ 博物館実習、中学生、高校生等の職場体験学習の受入れ 

⑦ ボランティアの活用

「おはなし会」など館の主催する行事等に、当館の読み聞かせボランティアグループ

「おはなしさんぽ」や市民読書グループに、読み手として参加して頂きます。 
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２ 鹿児島市立科学館

自然界の法則や、すぐれた科学・技術に接することは、科学に対する夢と創造性を育みます。 

科学館は、子どもから大人まで楽しめる体験型の施設として、さらに多くの人々に科学の世

界に興味を持っていただけるよう運営をしてまいります。 

また、新たに「ジュニア創志塾」や「教員免許状更新講習会」を少年自然の家や鹿児島大学

と連携して行い、社会教育施設としての役割を発揮してまいります。 

さらに、かごしまスペースフェスタ 2019 を鹿児島県との共催で行うなど、関係機関との連携

も強化してまいります。 

(1) 教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理を適切に行い、安全で

快適な利用しやすい施設となるように努めます。特に、展示物については、来館者が最良の

状態で科学に触れることができるよう維持管理に務め、展示物をとおして科学・技術の夢や

驚きの世界を提供してまいります。 

② 施設運営の充実

国外からの観光客の増加に対応するため、外国語版のリーフレットを活用する他、これま

での運営の経験を基に、業務マニュアルを充実させ、利用者に満足いただけるサービスの提

供に努めてまいります。 

(2) 学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① かごしまスペースフェスタ 2019 × プラネタリウムフェスタ 2019 【拡充】

…12/14 共催（鹿児島県地域政策課）

鹿児島県との共催でかごしまスペースフェスタ 2019 を科学館で初めて開催するとともに、

科学館の開館記念日の週末にファン感謝デーとしてプラネタリウムフェスタ 2019 を同時開催

します。

② ＪＡＸＡ講演会 …12/14

ＪＡＸＡから講師を招き、宇宙科学・宇宙開発の素晴らしさ、楽しさについて講演をして

もらいます。 

③ 夏休み特別企画展「昆虫展（仮称）」 …8/1～9/1

  生きている世界のカブトムシやクワガタなどを展示することで、昆虫のふしぎな特色ある

生態や形態を観察、体験していただき、その魅力について知ってもらいます。 
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④ 宇宙劇場

ア プラネタリウム 

       (ｱ)投影 

一般投影              …4作品 

学習投影               …随時 

(ｲ)番組製作【新規】

一般投影…翌年度の開館 30周年を記念してオリジナル番組を製作します。 

学習投影…鹿児島市内の小学４年生を対象とした２つのプログラムに加え、 

「小学６年生版」を製作します。 

イ ドームシネマ一般上映             …4作品 

ウ 星と音楽の夕べ                 …年 4回 

エ キッズプラネタリウム～おはなしと音楽の夕べ～ 

               …6/22共催（鹿児島市立図書館・市民文化ホール） 

オ 親子で楽しむプラネタリウム …6月 

幼児向け番組の投影など親子を対象としたイベントを実施します。 

カ プラネタリウム in水族館 …9月 

夜の水族館でプラネタリウム解説をします。 

キ リラクゼーション inプラネタリウム…10/18共催（鹿児島市保健所・市民文化ホール） 

月01…ムウリタネラプniズャジク

ケ プラネタリウム inふるさと考古歴史館 【新規】

ふるさと考古歴史館においてプラネタリウムの星空の下、考古学と天文学のつながり等

について解説します。

…11月共同（鹿児島市立ふるさと考古歴史館） 

コ 大爆笑!星のお兄さんプラネタリウムショー   …12月

  笑いを取り込んだ独自の星空解説を行っているプラネタリウム解説者の田端英樹氏のプ

ラネタリウムショーを実施します。

サ 部分日食を楽しもう！！ 【新規】 …12月

12月 26日（木）午後に起こる「部分日食」の観察会を実施します。 

シ 大人のための朗読会 inプラネタリウム …3月 

ス おひるのプラネタリウム  …第 1・第 3・第 5木曜日(5/2･6/6･12/5･1/2･3/5を除く。) 

プラネタリウムの星空投影に合わせ、幼児向けの星座紹介及びクラシック名曲等の鑑賞

を行うイベントを開催します。 

(3) 学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 青少年のための科学の祭典 鹿児島 2019 …7/27～7/28

約 40の実験ブースが出展され、普段体験できない実験や工作を見て、触れて、楽しく学ぶ 

ことができます。
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② 科学劇場

ア 実験ショー              …平日 3回、土･日･祝日 4回 

イ わくわく！ドキドキ！特別実験ショー …年 4回 

  小･中学校の先生や大学等の専門講師による実験ショーや、大学の奇術同好会員によるシ

ョーと科学的な解説等を行います。 

ウ クリスマス特別実験ショー【新規】 …12/16～12/25

  クリスマスの賑わいを科学館でも感じてもらうため、1 年間で人気のあった実験ショー

をピックアップして特別実験ショーを行います。 

③ だれでも工房

日毎…作工んたんか

④ 主催事業

ア 講座・教室等 

(ｱ) サイエンスワークショップ(工作･実験･パソコン･天文)   …年 30回 

事前申し込みを必要としない来館当日の申し込み・参加ができる実験工作を実施して

います。 

(ｲ) 科学教室(工作･実験･パソコン･天文) …年 8回 

(ｳ) 大人のための科学教室(工作) …年 1回 

(ｴ) 成人パソコン教室              …年 36回 

(ｵ) 出前教室                  …年 30回 

(ｶ) サイエンストーク              …年 4回 

(ｷ) ジオキッズ講座                       …年 2回 

(ｸ) 初歩のドローン教室           …年 2回 

イ イベント 

(ｱ) こいのぼりかざり              …4/11～5/5 

(ｲ) こどもまつり        …5/5 

(ｳ) 七夕かざり                 …6/6～7/7 

(ｴ) お年玉大さくせん          …1/2～1/3 

正月の入館者を対象にお楽しみ抽選会を開催します。 

(ｵ) セグウェイ体験試乗 …第１土曜日(5/4、8/3を除く。) 

(ｶ) 冬期限定「スライム仮面を探せ!!」 …1～3月土曜日(1/18･2/15･3/7を除く。) 

スライム仮面が出没する場所を、事前にツイッターで紹介し、スライム仮面に扮した

職員と一緒にスライム作りを行います。 
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⑤ 関係機関との連携・共催・後援事業

ア 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト   …共催 文部科学省、国立天文台、 

宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ)等 

イ コズミックカレッジ …共催  ＪＡＸＡ 後援 文部科学省 

ウ ＪＡＸＡテレビ    …共催 ＪＡＸＡ 

エ スペース アイ               …共催 日本宇宙フォーラム（ＪＳＦ） 

オ サイエンスモニター    …共催 日本科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

カ 鹿児島高専のロボットがやってくる！   …共催 国立鹿児島工業高等専門学校 

キ 小中学生電波教室 

～ＡＭ・ＦＭラジオ工作会～  …共催 鹿児島県電波適正利用推進員協議会 

ク ｢科学する心｣を見つけよう写真展 …共催 ソニー教育財団 

ケ おもちゃ病院  …共催 かごしまおもちゃ病院 

コ お月見フェスタ …共催 鹿児島市立図書館

サ 教員免許状更新講習会【新規】 …共催 鹿児島大学教員免許状更新推進室 

シ ジュニア創志塾   【新規】 …共催 鹿児島市立少年自然の家 

ス 考古館寺子屋    …共同 鹿児島市立ふるさと考古歴史館 

セ 科学技術映像祭入選作品発表会 …後援（主催 ＪＳＴ、 

つくば万博記念財団等） 

科学技術映像祭入選作品を上映し、科学技術の普及と向上を図ります。 

ソ ＣＧアートコンテストＣＯＳＭＯ’19  …後援（主催 かごしまＣＧアートフェスタ  

実行委員会） 

タ たのしい授業入門講座       …後援（主催 たのしい授業入門講座 

実行委員会） 

  理科に関し「たのしい授業が実現できる」授業運営や実践方法を学び、教員同士のあら

たなネットワークと授業技術の共有・伝達の場を作ります。 

チ 鹿児島湾の海図の変遷 水路記念日パネル展

…後援（主催 第十管区海上保安本部 

海洋情報部）

ツ 下水道展かごしま …後援（主催 鹿児島市水道局 

下水道部下水道管路課）

テ 第 23回リフレッシュ理科教室 …後援（主催 公益社団法人応用物理学会） 

ト 地震災害防災パネル展      …後援（主催 鹿児島市ジオパーク推進室） 

ナ 冬休み・春休みわくわく科学教室     …後援（主催 鹿児島県仮説実験授業研究会）

⑥ 公民館等の社会教育施設及びあいご会等の団体への講師派遣

  公民館やあいご会等の依頼に基づき、科学や天文に関する講座等に講師を派遣します。 

⑦ 教職員、学生、生徒等の職場研修及び体験学習、実習等の受入れ
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⑧ 展示場等に係わる業務

ア 実験ショー等の充実と新規プログラムの作成 

イ 企画･運営の充実に向けた先進館視察 

ウ サイエンスボランティアの活用 

エ アウトリーチ活動の充実 

オ ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）との連携強化 

⑨ 館内スタンプラリーの実施

科学館にちなんだクイズに答えてスタンプを集め、完了した人には記念品を贈呈します。 

⑩ モニタリング

年間の大きなイベントである「青少年のための科学の祭典 鹿児島」「夏休み特別企画 

展」「星と音楽の夕べ」などの参加者にアンケートを行うとともに、館内に常設している 

ご意見箱も活用し、要望・意見等を集約し、傾向を分析します。 

⑪ 広報活動

各種イベントについては、行事の掲載及び取材を報道機関等へ要請するとともに、チラシ 

の配布やホームページでの告知のほか、フェイスブック、ツイッター等のソーシャルメディ 

アも活用した広報を積極的に行います。 

  また、市政広報紙や新聞紙面、地元情報誌等を利用した広報活動にも努めます。 

(4) 利用者サービス事業

サイエンスショップ等の充実

来館者の利便性を高めるために、引き続き飲食コーナーを設け、清涼飲料水の自動販売機を 

設置するとともに、サイエンスショップにおいて科学館にちなんだグッズの販売を充実してま 

いります。 
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３ 鹿児島市立ふるさと考古歴史館

市民の方々が「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について、知識や理解を深め、郷土への誇り

と愛着心を醸成できるよう魅力ある館運営を推進してまいります。

また、常設展示室の展示品の更新を図るとともに、当館のＰＲや教育機関との連携に引き続

き取り組み、講座や教室、イベント等を実施するなどリピーター及び新規来館者の確保に努め

てまいります。 

さらに、鹿児島の産業革命や伝統工芸に携わった匠達の技を紹介する特別企画展や、江戸時

代以降の学校の変遷を紹介する企画展、市内遺跡から新たに出土した遺物等を紹介する発掘調

査成果展を開催いたします。 

(1) 教育文化施設の管理及び運営に関する事業

館の敷地、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理を適切に行い、安全で

快適な利用しやすい施設となるように努めます。 

また、来館者に展示物の理解が深められるよう説明パネルの充実を図ってまいります。 

① モニタリング

常設展や企画展の観覧者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、傾向を分析

します。

② 広報活動

   企画展やイベント等については、行事の掲載及び取材を報道機関等へ要請するとともに、

チラシの配布やホームページでの告知のほか、フェイスブック、ツイッター等のソーシャ

ルメディアも活用した広報を積極的に行います。

   また、市政広報紙や新聞紙面、地元情報誌等を利用した広報活動にも努めます。

(2) 学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

考古学や歴史に興味や関心を高めていただくために、特別企画展と２回の企画展、及び常

設展示室における展示品の一部更新を行います。 

① 特別企画展

「匠達の競演－鹿児島の産業革命遺産と伝統工芸－」（仮称） …11/1～1/14  

平成 27 年、鹿児島市にある旧集成館、寺山炭窯跡及び関吉の疎水溝が、「明治日本の産業

革命遺産」の構成資産として世界文化遺産に登録されました。従来からこれらの遺跡では継

続的に発掘調査が実施され、当遺産の歴史的価値につながる多くの成果が得られています。 

今回の特別企画展では鹿児島の産業革命遺産について、発掘調査で得られた遺構の写真パ 

ネルや遺物の展示を通して紹介します。また、鹿児島県内の古くから伝わる工芸品にもスポ 

ットを当て、その系譜や展開について民俗資料を用いて紹介します。鹿児島で育まれてきた 

“匠達の技術の粋”が今に蘇る企画展となります。 
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《関連事業》 

月21…座講史歴

② 企画展

ア 「鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 2019」     …4/2～6/16 

イ 「学校物語～造士館からのスタート～」（仮称）  …7/19～9 /23 

ウ 「鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 2020」（仮称） …2/26～3/31（6/14） 

③ 常設展示室内の更新展示 …1/2～3/31（～12/28）

テーマ：「この一品！オンパレード！！」 

場所：スロープ通史展示、テーマ展示①、テーマ別展示② 

(3) 学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

幼児や小学生を中心に、子どもから大人まで幅広い年代の方々に「ふるさと鹿児島」の歴

史や文化についての興味、関心を高めてもらうために下記の事業を行います。 

① 講座・教室

ア 土器づくり  …７月 

イ 土笛・土鈴づくり …７月 

ウ 土器風鈴づくり    …７月 

エ まが玉づくり     …８月 

オ 管玉づくり     …８月 

カ 考古館寺子屋     …夏休み（科学館の協力による星空観望会を含む。） 

キ 夏休み工作教室     …８月 

ク 火おこし体験     …親子ふれあいウィーク(５月)、秋のイベント(11月)等に実施 

ケ 個人やグループ、教育学習等来館時における古代体験学習 

（まが玉づくり、土器づくり、土笛・土鈴づくり、土器風鈴づくり、火おこし体験、

古代服着用） …随時 

コ 子ども教室      …毎月２～３回（土曜日又は日曜日、祝日） 

サ ふるさと考古歴史館の教養講座 (仮称)【新規】 …毎月１回(第3土曜日) 

  市職員や学芸員が講師となり、これまで発掘調査を実施した各遺跡について講話しま

す。 

② イベント等

ア 屋内活動 

(ｱ) 考古館映画会     …毎週土曜日、日曜日、祝日、第３金曜日 

(ｲ) 鯉のぼり飾り                        …４月 

(ｳ) 七夕飾り                          …７月 

(ｴ) 課外授業応援事業 …９月以降 
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(ｵ) 一日子ども学芸員体験 …８月 

(ｶ) 夏休みこども映画会 …８月 

イ 屋外活動 

月５…ジーテスいあれふ子親)ｱ(

月５…ルバィテスェフ日のもどこ)ｲ(

(ｳ) 古代体験フェスティバル …10月 

月11…ーアツスバりぐめ跡史)ｴ(

(ｵ)  ふるさと考古歴史館感謝デー                                …11月 

③ 関係機関等との連携による事業

ア ふるさと考古歴史館がやってきた                 …５月 

（メルヘン館との共同事業）会場：かごしまメルヘン館

イ 「青少年のための科学の祭典」での実演               …７月 

  会場：科学館

ウ ふるさと考古歴史館がやってきた                 …10月 

  （谷山サザンホールとの共同事業）会場：谷山サザンホール 

エ プラネタリウムinふるさと考古歴史館【新規】 …11月 

（科学館との共同事業） 

ふるさと考古歴史館においてプラネタリウムの星空の下、考古学と天文学のつながり

等について解説します。 

オ 谷山ふれあいコンサート（谷山サザンホールとの共同事業）       …11月 

カ 春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会             …３月 

（メルヘン館、谷山サザンホールとの共同事業） 

キ 「出前体験学習教室」の実施 

ク 教職員研修の受入れ 

ケ 博物館実習、中学生、高校生等の職場体験学習の受入れ 

(4) 利用者サービス事業

来館者の利便性を高めるため、清涼飲料水の自動販売機及び公衆電話機の設置、コピーサ

ービスを実施します。さらに、来館記念となるふるさと考古歴史館にちなんだグッズの販売

を実施します。 
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４ 鹿児島市民文化ホール

市民の文化活動の拠点としての施設の管理運営事業を行うとともに、芸術文化の振興に寄与す

るために企画提供事業、普及支援事業及び利用者サービス事業を実施します。 

（1）教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

  駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行います。 

② ホール使用の許可等の業務

  ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行いま

す。 

③ モニタリング

  利用者会議を開くなど施設に対するニーズ等の把握を行います。 

また、主催事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、

傾向を分析します。 

④ 広報活動

  施設の行事や催し物等については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、

フェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的に行

います。 

  また、市政広報紙や新聞紙面、ＣＭスポット、地元情報誌等を利用した広報活動にも努め

ます。 

⑤ 職員研修

  全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント及び技

術職員研修等に職員を派遣し、最新の知識の習得と資質向上に努めます。 

  また、年２回の消火・避難訓練を実施するほか、防火・防災・救急について、より具体的

な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行います。 



－ 17 －

（2）学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事業と

して次の公演を実施します。 

（室内楽） 

第 40回霧島国際音楽祭 

シプリアン・カツァリス 

ピアノ リサイタル

7月 19日(金) 

第 2ホール

鹿児島の夏の風物詩である霧島国

際音楽祭。 

2018 年の霧島国際音楽祭ではガラコン

サート、熊本の白川教会コンサート共

に満席にしたカツァリスによる待望の

ソロリサイタル 

（室内楽） 

清塚信也 

ピアノ リサイタル

10月 3日(木) 

第 2ホール

中村紘子らに師事を受け、クラシッ

クだけに偏らず幅広い活動をして

いる人気ピアニスト、清塚信也によ

るピアノソロリサイタル。 

人気ドラマ「のだめカンタービレ」

の吹き替え演奏、「コウノドリ」で

はピアノテーマ・監修やライブハウ

スのマネージャー役でも出演する

など、その活躍は多岐に渡ってい

る。 

（室内楽） 

日本トップのギタリストたちによ

る饗宴

11月 4日（月・振

休） 

第 2ホール

日本を代表するギタリストたちが

一堂に会するスペシャルコンサー

ト。 

ギター界の巨匠、荘村清志を筆頭

に、鈴木大介と大萩康司、現在人気

の朴葵姫（パク・キュヒ）によるギ

ターの魅力を最大限に味わう事が

できるコンサート 

（合唱） 

チェコ少女合唱団＜イトロ＞

12月 7日（土） 

第 2ホール

これまでに国際コンクールで 32 回

もの優勝を重ね、「世界最高の少女

合唱団」として名高いチェコ少女合

唱団＜イトロ＞。 

今回の公演では「きよしこの夜」等の

クリスマス・プログラムをメインに、

また鹿児島市立少年合唱隊との共演も

予定 

（吹奏楽） 

Osaka Shion Wind Orchestraドラゴ

ンクエストコンサート in鹿児島 

2月 9日（日） 

第 1ホール 

ゲーム史に燦然と輝く不朽の名作

であり、各地で完売続出の「ドラゴ

ンクエストコンサート」。思い出の

メロディーを、日本を代表する吹奏

楽団オオサカ・シオン・ウインド・

オーケストラによる演奏でお届け

する。 
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（オーケストラ） 

広上淳一指揮 九州交響楽団 

ヴァイオリン：五嶋龍 

3月 6日（金） 

第 1ホール 

九州が誇るプロオーケストラであ

る九州交響楽団による演奏会。 

指揮は、就任後、京都市交響楽団の

驚異的な能力の向上に貢献したと

して「第 46 回サントリー音楽賞」

を受賞した広上淳一。 

ソリストにはこれまで「題名のない

音楽会」の司会を務めるなど人気・

実力のあるヴァイオリニストであ

る五嶋龍を迎える。 

② 報道機関等との共同主催事業

南日本新聞社、鹿児島音楽文化協会との共同主催公演を実施します。 

ディズニー・オン・クラシック 

～まほうの夜の音楽会～

11月 

第1ホール

ディズニーの名曲の数々をステージいっ

ぱいに広がる迫力のフルオーケストラ

と、ニューヨークで活躍する来日ヴォー

カリストたちの歌声によるライブ演奏で

お届けする、大人のための音楽会 

（3）学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を提供することにより、芸術文化への関心を高め、理解を深めるこ

とを目的として、下記の事業を実施します。 

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座 

自主文化事業に関連する講座を企画し、公演への関心が高まるよう努めます。 

イ 舞台体験「ホールの仕事ってどんなこと？」 

 小中学生が舞台空間に興味を抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を体験す

る機会を設けます。 

 ウ 親子鑑賞支援 

   親子連れが気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台鑑賞を支援します。 

 エ 連続講座 合唱ワークショップ（仮称）【新規】

   5回の講座をとおして合唱の基本を学ぶワークショップを行います。 

② ワークショップ

芸術文化への関心を深めるため、自主文化事業に関するワークショップを行います。 

③ イベント等

ア 友の会特別鑑賞会 

  鹿児島市民文化ホール・サザンホール友の会会員への鑑賞機会の提供と会員の増を図るため

の事業を実施します。 

イ 市民文化ホール利用者のつどい 
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  日頃、市民文化ホールを利用している芸術文化活動グループによる合同イベントを実施しま

す。 

ウ 避難訓練コンサート【新規】

   コンサートの最中に地震・火災が発生したという想定で観客参加型の避難訓練を実施します。

明説等日定予演公名業事

避難訓練コンサート 
11月11日（月）

第2ホール 

観客を安全・迅速に避難誘導できるよう、コンサート

の最中に地震・火災が発生したという想定で行う観客

参加型の避難訓練 

④ アウトリーチ

財団が運営する施設で、生の音楽に触れる機会を提供します。 

等日定予演公名業事

キッズプラネタリウム～おはなしと音楽の夕べ～ 

（鹿児島市立図書館、科学館との共催） 

6月22日(土) 

科学館 

働きざかりのためのリラクゼーション講座 

「リラクゼーションinプラネタリウム～星空に抱かれてほっとひといき～」 

（鹿児島市保健所、科学館との共催） 

10月18日(金) 

科学館 

⑤ 文化芸術振興事業の実施 【受託事業】

鹿児島市の文化芸術振興事業について、鹿児島市から委託を受けて、次の事業を実施します。

ア 鹿児島芸術鑑賞事業 

イ 市少年少女合唱団振興事業 

（4）利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清涼飲料水

の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図ります。また、芸術文化の情報提供媒

体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施します。 

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各種公

演情報の提供やチケット割引販売等を実施します。 

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売します。 

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車券の販

売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めます。 
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５ 谷山サザンホール

市民の文化活動の拠点としての施設の管理運営事業を行うとともに、芸術文化の振興に寄与す

るために企画提供事業や地域における芸術文化活動への支援など、普及支援事業及び利用者サー

ビス事業を実施します。 

（1）教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行い、安全で快適な利用

しやすい施設となるように努めます。 

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行うと 

ともに、施設使用の助言などを行い、利用者の使用しやすい施設となるように努めます。 

③ モニタリング

利用者会議を開くなど施設に対するニーズ等の把握を行います。 

また、自主文化事業、普及支援事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、 

要望・意見等を集約し、傾向を分析します。 

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、 

フェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的に行います。 

また、市政広報紙や新聞紙面、CM スポット、地元情報誌、町内会等を利用した広報活動にも努

めます。 

⑤ 職員研修

全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント及び技 

術職員研修等に職員を派遣し、最新の知識の習得と資質向上に努めます。 

また、年２回の消火・避難訓練を実施するほか、防火・防災・救急について、より具体的 

な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行います。
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（2）学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事業と

して次の公演を実施します。 

事業名 公演予定日 説明 

（マスクプレイミュージカル）

劇団飛行船「3びきのこぶた＆

お話音楽会『読み聞かせ絵本

×生演奏』」（仮題） 

9月 23日（月・祝）

子ども達がよく知っているお話を、ユ

ーモラスかつスピーディに演出。あわ

せて絵本の読み聞かせと生演奏もあ

り、見て・聴いて楽しむことができる

劇団飛行船のマスクプレイミュージカ

ルをお届けします。 

（吹奏楽） 

「こぱんだウインズ」 
2月 16日（日）

東京藝術大学の卒業生を中心に結成さ

れている吹奏楽団ぱんだウインドオー

ケストラ。今回は小編成アンサンブル

である「こぱんだウインズ」による金

管五重奏の演奏会です。

（3）学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、理解を深

めることを目的として、下記の事業を実施します。 

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座 

自主文化事業に関連する講座を企画し、公演への興味喚起に努めます。 

イ 舞台体験

小学生が舞台空間に興味が抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を体験する

機会を設けます。 

ウ 親子鑑賞支援 

親子連れが気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台鑑賞を支援します。 

② イベント等

ア サザンふるさと芸能祭 

地域で保存、伝承されている郷土芸能を紹介し、地域の活性化とその普及を図るため、サザ

ンふるさと芸能祭を開催します。 

イ 谷山サザンホール音楽祭 

谷山サザンホールの利用者を中心に市内で活動している学校団体や芸術文化活動グループ
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等が一堂に会する音楽祭を開催します。 

ウ サザンホールロビーコンサート 

地域で音楽活動を行っている団体等を紹介し、地域の活性化とその普及を図るためにロビー

コンサートを実施します。 

エ ふるさと考古歴史館がやってきた 

当館において、ふるさと考古歴史館職員から谷山地域の出土遺物品を紹介、解説してもらい、

地域の歴史的背景に触れる機会を提供します。 

③ アウトリーチ

施設等に出かけて、生の音楽に触れる機会を提供します。 

定予名業事

谷山ふれあいコンサート 

（ふるさと考古歴史館との共同事業） 
11月 

春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会 

（ふるさと考古歴史館、メルヘン館との共同事業） 
3月 

ふれあい出前コンサート【新規】

（福祉施設や公共施設など） 
7月 

（4）利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清涼飲料水 

の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図ります。また、芸術文化の情報提供媒 

体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施します。 

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各種公 

演情報の提供やチケット割引販売等を実施します。 

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売します。 

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車券の販

売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めます。 
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

1,307,000 1,307,000 0

1,307,000 1,307,000 0

10,192,000 8,292,000 1,900,000

1,321,000 1,321,000 0

8,871,000 6,971,000 1,900,000

944,771,000 938,700,000 6,071,000

26,480,000 28,133,000 △ 1,653,000

614,000 710,000 △ 96,000

0 208,000 △ 208,000

1,363,000 5,086,000 △ 3,723,000

2,090,000 2,093,000 △ 3,000

224,000 220,000 4,000

18,000 18,000 0

896,052,000 883,716,000 12,336,000

17,930,000 18,516,000 △ 586,000

20,000,000 20,000,000 0

20,000,000 20,000,000 0

0 0 0

1,089,000 1,089,000 0

1,089,000 1,089,000 0

1,000 1,000 0

1,000 1,000 0

977,360,000 969,389,000 7,971,000

937,149,000 947,193,000 △ 10,044,000

7,266,000 6,829,000 437,000

197,190,000 194,189,000 3,001,000

12,134,000 10,869,000 1,265,000

4,308,000 21,023,000 △ 16,715,000

40,259,000 39,664,000 595,000

1,024,000 1,105,000 △ 81,000

5,248,000 5,304,000 △ 56,000

7,094,000 6,807,000 287,000

1,089,000 1,089,000 0

1,560,000 1,272,000 288,000

19,745,000 19,030,000 715,000

15,478,000 17,405,000 △ 1,927,000

15,879,000 18,580,000 △ 2,701,000

501,000 361,000 140,000

84,692,000 89,369,000 △ 4,677,000

49,676,000 46,224,000 3,452,000

1,161,000 1,094,000 67,000

1,524,000 1,486,000 38,000

1,086,000 1,122,000 △ 36,000

8,979,000 9,596,000 △ 617,000

24,259,000 21,174,000 3,085,000

1,332,000 1,254,000 78,000

478,000 501,000 △ 23,000

427,950,000 423,998,000 3,952,000

7,237,000 7,848,000 △ 611,000

　　　　　　受取助成金

　　　　　　書籍発行対価収益

　　　　　　指定管理事業収益

令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 収支予算書（正味財産増減計算ベース）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　　　事業収益

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　特定資産運用益

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

　　　　　　受託事業収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　受取市補助金

　　　　　雑収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　減価償却費

　　　　　　保険料

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　受取利息

経常収益計

  （２） 経常費用

　　　　　事業費

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　手数料

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　委託費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　　公告料収益
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当年度 前年度 増　減

32,215,000 38,443,000 △ 6,228,000

648,000 637,000 11,000

17,191,000 17,168,000 23,000

1,640,000 1,628,000 12,000

584,000 7,813,000 △ 7,229,000

3,803,000 4,035,000 △ 232,000

70,000 70,000 0

397,000 397,000 0

51,000 50,000 1,000

458,000 396,000 62,000

300,000 0 300,000

918,000 725,000 193,000

832,000 826,000 6,000

48,000 0 48,000

1,847,000 1,322,000 525,000

100,000 0 100,000

638,000 627,000 11,000

121,000 120,000 1,000

2,467,000 2,528,000 △ 61,000

47,000 47,000 0

55,000 54,000 1,000

969,364,000 985,636,000 △ 16,272,000

7,996,000 △ 16,247,000 24,243,000

0 0 0

7,996,000 △ 16,247,000 24,243,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

7,996,000 △ 16,247,000 24,243,000

71,000 71,000 0

7,925,000 △ 16,318,000 24,243,000

27,879,039 44,197,039 △ 16,318,000

35,804,039 27,879,039 7,925,000

1,307,000 1,307,000 0

1,307,000 1,307,000 0

1,311,000 1,312,000 △ 1,000

1,311,000 1,312,000 △ 1,000

△ 3,707,000 △ 3,708,000 1,000

△ 3,707,000 △ 3,708,000 1,000

△ 1,089,000 △ 1,089,000 0

219,528,428 220,617,428 △ 1,089,000

218,439,428 219,528,428 △ 1,089,000

254,243,467 247,407,467 6,836,000

（注）　１　一般正味財産期首残高の金額は予算策定時の推計値である。

　　　　２　前年度予算額は、平成３０年度補正後予算の数値を表示している。

　　　　　　給料手当

　　　　　　役員等報酬

科　　　　　目

　　　　　管理費

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　当期経常増減額

　２．経常外増減の部

　当期一般正味財産増減額

  （１） 経常外収益

経常外収益計

　　　　　　租税公課

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　交際費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　賃借料

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　　　　臨時雇賃金

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　　　特定資産受取利息

　　一般正味財産への振替額

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

　　基本財産運用益

経常外費用計

　当期経常外増減額

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

  （２） 経常外費用

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

経常費用計



－25 －

（単位：円）
公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

0 0 0 0 1,307,000 0 1,307,000

0 0 0 0 1,307,000 0 1,307,000

10,182,000 0 0 0 10,000 0 10,192,000

1,311,000 0 0 0 10,000 0 1,321,000

8,871,000 0 0 0 0 0 8,871,000

822,573,000 3,327,000 89,369,000 92,696,000 29,502,000 0 944,771,000

26,193,000 287,000 0 287,000 0 0 26,480,000

0 614,000 0 614,000 0 0 614,000

0 0 0 0 0 0 0

1,363,000 0 0 0 0 0 1,363,000

0 2,090,000 0 2,090,000 0 0 2,090,000

0 224,000 0 224,000 0 0 224,000

18,000 0 0 0 0 0 18,000

777,069,000 112,000 89,369,000 89,481,000 29,502,000 0 896,052,000

17,930,000 0 0 0 0 0 17,930,000

20,000,000 0 0 0 0 0 20,000,000

20,000,000 0 0 0 0 0 20,000,000

0 0 0 0 0 0 0

1,089,000 0 0 0 0 0 1,089,000

1,089,000 0 0 0 0 0 1,089,000

0 0 0 0 1,000 0 1,000

0 0 0 0 1,000 0 1,000

853,844,000 3,327,000 89,369,000 92,696,000 30,820,000 0 977,360,000

846,189,000 2,123,000 88,837,000 90,960,000 0 0 937,149,000

6,269,000 0 997,000 997,000 0 0 7,266,000

186,493,000 0 10,697,000 10,697,000 0 0 197,190,000

11,770,000 364,000 0 364,000 0 0 12,134,000

4,214,000 0 94,000 94,000 0 0 4,308,000

38,071,000 3,000 2,185,000 2,188,000 0 0 40,259,000

1,010,000 0 14,000 14,000 0 0 1,024,000

5,133,000 0 115,000 115,000 0 0 5,248,000

6,345,000 549,000 200,000 749,000 0 0 7,094,000

1,089,000 0 0 0 0 0 1,089,000

1,338,000 0 222,000 222,000 0 0 1,560,000

17,843,000 45,000 1,857,000 1,902,000 0 0 19,745,000

12,615,000 0 2,863,000 2,863,000 0 0 15,478,000

15,306,000 103,000 470,000 573,000 0 0 15,879,000

445,000 0 56,000 56,000 0 0 501,000

68,088,000 259,000 16,345,000 16,604,000 0 0 84,692,000

48,710,000 456,000 510,000 966,000 0 0 49,676,000

1,041,000 0 120,000 120,000 0 0 1,161,000

1,494,000 4,000 26,000 30,000 0 0 1,524,000

1,086,000 0 0 0 0 0 1,086,000

8,911,000 0 68,000 68,000 0 0 8,979,000

22,918,000 30,000 1,311,000 1,341,000 0 0 24,259,000

1,297,000 0 35,000 35,000 0 0 1,332,000

340,000 138,000 0 138,000 0 0 478,000

377,152,000 172,000 50,626,000 50,798,000 0 0 427,950,000

7,211,000 0 26,000 26,000 0 0 7,237,000

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　特定資産運用益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　給料手当

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　雑収益

  （２） 経常費用

　　　　　事業費

令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 収支予算書内訳表（正味財産増減計算ベース）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目
収益事業等会計

法人会計
内部取引

消去
合計

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　受託事業収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

　　　　　事業収益

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　受取利息

経常収益計

　　　　　　公告料収益

　　　　　　書籍発行対価収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　減価償却費

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　　受取助成金

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　委託費

　　　　　　燃料費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　手数料

　　　　　　報償費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課



－ 26 －

公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

0 0 0 0 32,215,000 0 32,215,000

0 0 0 0 648,000 0 648,000

0 0 0 0 17,191,000 0 17,191,000

0 0 0 0 1,640,000 0 1,640,000

0 0 0 0 584,000 0 584,000

0 0 0 0 3,803,000 0 3,803,000

0 0 0 0 70,000 0 70,000

0 0 0 0 397,000 0 397,000

0 0 0 0 51,000 0 51,000

0 0 0 0 458,000 0 458,000

0 0 0 0 300,000 0 300,000

0 0 0 0 918,000 0 918,000

0 0 0 0 832,000 0 832,000

0 0 0 0 48,000 0 48,000

0 0 0 0 1,847,000 0 1,847,000

0 0 0 0 100,000 0 100,000

0 0 0 0 638,000 0 638,000

0 0 0 0 121,000 0 121,000

0 0 0 0 2,467,000 0 2,467,000

0 0 0 0 47,000 0 47,000

0 0 0 0 55,000 0 55,000

846,189,000 2,123,000 88,837,000 90,960,000 32,215,000 0 969,364,000

7,655,000 1,204,000 532,000 1,736,000 △ 1,395,000 0 7,996,000

0 0 0 0 0 0 0

7,655,000 1,204,000 532,000 1,736,000 △ 1,395,000 0 7,996,000

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1,204,000 △ 1,204,000 0 △ 1,204,000 0 0 0

8,859,000 0 532,000 532,000 △ 1,395,000 0 7,996,000

0 0 71,000 71,000 0 0 71,000

8,859,000 0 461,000 461,000 △ 1,395,000 0 7,925,000

30,130,295 0 870,747 870,747 △ 3,122,003 0 27,879,039

38,989,295 0 1,331,747 1,331,747 △ 4,517,003 0 35,804,039

0 0 0 0 1,307,000 0 1,307,000

0 0 0 0 1,307,000 0 1,307,000

1,311,000 0 0 0 0 0 1,311,000

1,311,000 0 0 0 0 0 1,311,000

△ 2,400,000 0 0 0 △ 1,307,000 0 △ 3,707,000

△ 2,400,000 0 0 0 △ 1,307,000 0 △ 3,707,000

△ 1,089,000 0 0 0 0 0 △ 1,089,000

109,528,428 0 0 0 110,000,000 0 219,528,428

108,439,428 0 0 0 110,000,000 0 218,439,428

147,428,723 0 1,331,747 1,331,747 105,482,997 0 254,243,467Ⅲ　正味財産期末残高

科　　　　　目
収益事業等会計

法人会計
内部取引

消去
合計

　　　　　　交際費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　賃借料

　　　　　　手数料

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　管理費

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　　　　消耗什器備品費

　指定正味財産期末残高

　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　　基本財産運用益

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　　　特定資産受取利息

　　　一般正味財産への振替額

  （２） 経常外費用

　税引前当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

経常外費用計

　当期経常外増減額

　他会計振替額

　法人税、住民税及び事業税

　一般正味財産期末残高

　当期一般正味財産増減額

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

経常費用計

　評価損益等調整前当期経常増減額

　　　　　　委託費

　当期経常増減額

  （１） 経常外収益

経常外収益計

　評価損益等計

　２．経常外増減の部



－ 27 －

（単位：千円）

予算額 前年度予算額 増　減 備　考

1,307 1,307 0 基本財産の運用に係る収入

基本財産利息収入 1,307 1,307 0

10,192 8,292 1,900 特定資産の運用に係る収入

特定資産利息収入 1,321 1,321 0 海音寺潮五郎記念資産等の運用に係る収入

特定資産著作権使用料収入 8,871 6,971 1,900 海音寺潮五郎著作権の使用料に係る収入

944,771 938,700 6,071 各施設の事業に係る収入

受益者負担収入 26,480 28,133 △ 1,653

69△017416入収費会会の友

08020入収価対行発籍書

図録等販売収入 1,363 5,086 △ 3,723

販売手数料収入 2,090 2,093 △ 3

4022422入収料用使真写

08181入収料告広

指定管理事業収入 896,052 883,716 12,336

受託事業収入 17,930 18,516 △ 586

20,000 20,000 0 補助金及び助成金収入

市補助金収入 20,000 20,000 0

000入収金成助

1 1 0 預金利息等収入

011入収息利取受

976,271 968,300 7,971

941,707 933,945 7,762 各施設の事業に係る支出

役員等報酬支出 7,266 6,829 437

給料手当支出 207,145 203,053 4,092

臨時雇賃金支出 12,134 10,869 1,265

000出支付給職退

福利厚生費支出 40,259 39,664 595

会議費支出 1,024 1,105 △ 81

旅費交通費支出 5,248 5,304 △ 56

通信運搬費支出 7,094 6,807 287

消耗什器備品費支出 1,560 1,272 288

消耗品費支出 19,745 19,030 715

修繕費支出 15,478 17,405 △ 1,927

印刷製本費支出 15,879 18,580 △ 2,701

041163105出支費料燃

光熱水料費支出 84,692 89,369 △ 4,677

賃借料支出 49,676 46,224 3,452

保険料支出 1,161 1,094 67

手数料支出 1,524 1,486 38

報償費支出 1,086 1,122 △ 36

諸謝金支出 8,979 9,596 △ 617

租税公課支出 24,259 21,174 3,085

支払負担金支出 1,332 1,254 78

32△105874出支金成助払支

委託費支出 427,950 423,998 3,952

広告宣伝費支出 7,237 7,848 △ 611

基本財産運用収入

令和元年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 収支予算説明書（資金収支計算ベース）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ 事業活動収支の部

１．事業活動収入

特定資産運用収入

事業収入

補助金等収入

雑収入

事業活動収入計

２．事業活動支出

事業費支出



－ 28 －

予算額 前年度予算額 増　減 備　考

32,727 31,704 1,023 法人の運営に係る支出

11736846出支酬報等員役

給料手当支出 18,287 18,242 45

臨時雇賃金支出 1,640 1,628 12

000出支付給職退

福利厚生費支出 3,803 4,035 △ 232

00707出支費議会

0793793出支費通交費旅

10515出支費際交

26693854出支費搬運信通

消耗什器備品費支出 300 0 300

391527819出支費品耗消

6628238出支費本製刷印

84084出支費料燃

賃借料支出 1,847 1,322 525

0010001出支料険保

11726836出支料数手

1021121出支金謝諸

租税公課支出 2,467 2,528 △ 61

07474出支金担負払支

14555出支費託委

974,434 965,649 8,785

71 71 0

1,766 2,580 △ 814

0 2,881 △ 2,881 特定資産の取り崩しに係る収入

海音寺潮五郎記念資産取崩収入 0 2,881 △ 2,881 海音寺潮五郎記念資産の取り崩しに係る収入

0 2,881 △ 2,881

4,900 37,035 △ 32,135 特定資産の積み立てに係る支出

退職給付引当資産取得支出 4,892 28,836 △ 23,944 退職給付引当資産の積み立てに係る支出

財政調整積立資産取得支出 8 10 △ 2 財政調整積立資産の積み立てに係る支出

海音寺潮五郎記念資産取得支出 0 8,189 △ 8,189 海音寺潮五郎記念資産の積み立てに係る支出

4,900 37,035 △ 32,135

△ 4,900 △ 34,154 29,254

0 0 0

△ 3,134 △ 31,574 28,440

22,734 54,308 △ 31,574

19,600 22,734 △ 3,134

事業活動収支差額

科　　　　　目

管理費支出

事業活動支出計

法人税等の支払額

（注）　１　前期繰越収支差額の金額は予算策定時の推計値である。

　　　　２　前年度予算額は、平成３０年度補正後予算の数値を表示している。

Ⅱ 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

特定資産取得支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

他会計振替収入

特定資産取崩収入



－ 29 －

資金調達及び設備投資の見込みについて

（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで） 

（１） 資金調達の見込みについて 

令和元年度中に借入れの予定はありません。 

（２） 設備投資の見込みについて 

令和元年度中に設備投資の予定はありません。 

以 上 


